
2021 年 2 月 1 日 
第 22 回大会実行委員会 

日本養生学会第 22 回大会実施要項（第２報） 

 
 コロナ禍でたいへんな世の中になりました。それでも梅の花がポツリポツリと咲き始め、自然の営み

に癒されている日々です。 
 さて、遅くなりましたが、ようせいフォーラム 2021 のご案内（第２報）をお送りいたします。今回は、

新型コロナウイルス感染症拡大防止の対策として、全て Zoom によるオンラインでの大会に変更し、１

日のみの開催といたします。 
 限られた時間ではありますが、「特別講演」、「シンポジウム（コロナ禍において実践しているオンライ

ン授業及び身体活動、養生法の事例報告）」、「一般研究発表」を企画いたしました。 
 
（１）開催方法 

オンラインでの開催とする。 
※参加申込をされた方には URL をお知らせいたします。 
 

（２）開催期日 
2021 年 3 月 6 日（土） 9 時 30 分 ～ 17 時 40 分（予定） 
 

（３）大会テーマ 
   「コロナ禍に生きる、私たち」 
    私たちは今、新型コロナウイルス感染拡大によりパンデミックに陥ってしまいました。現代社 

会は機械文明、科学に支えられ、当たり前と思われていた日常生活が壊され、世界中で治療薬や 
ワクチンの開発が待たれています。 

    今回の特別講演にチェコの作家カレル・チャペックの戯曲「白い病気」を栗栖茜氏に紹介いた 
だき、繰り返される疫病の歴史の中での自然と人間、そこに生まれる社会について語っていただ 
きます。 

    また、一般研究発表に加えて、直面している大学体育授業の中でのオンライン授業等の事例報 
告を取り上げ、シンポジウム形式で学び合いたいと計画しました。 

 
（４）大会組織 
   大 会 会 長：横澤喜久子（日本養生学会理事長） 
   大会実行委員長：越部清美（法政大学） 
   大会実行委員：天野勝弘（副委員長）、平工志穂（副委員長）、田中幸夫、中谷康司、金田洋子、 

藤田恵理、滝沢宏人 
 

（５）参加費 無料 



 
（６）主催  

日本養生学会 
 

（７）スケジュール（予定） 
9：30 受付開始 
9：45 開会式 

10：00 特別講演 
講師 栗栖茜氏 

11：00 事例発表（part 1） 
コロナ禍における授業事例報告 

12：20（昼食） 
総会 

13：20 事例発表（part 2） 
コロナ禍における実技指導事例報告 
シンポジウム 

14：40（休憩） 
15：00 一般研究発表 
17：00 情報交換会 
17：40 終了予定 
 

（８）大会までの主なスケジュール 
事項 締切日 

事例報告・発表申込み 2021 年 2 月 10 日（水） 
事例報告・発表資料提出 2021 年 2 月 25 日（木） 

一般研究発表申込み 2021 年 2 月 10 日（水） 

一般研究発表抄録提出 2021 年 2 月 25 日（木） 
大会参加申込み 2021 年 2 月 25 日（木） 

 
（９）大会参加申込 

添付したフォームから申込みを行ってください。 
 
（10）事前準備 

・パソコン（マイク、カメラ付きが必須） 
・Zoom が使用できるインターネット接続環境 
（フリーWi-Fi はつながらない可能性が高いため、使用しないでください） 
・Zoom（Web 会議ツール）アプリのインストール 

 



（11）シンポジウム 
    日本養生学会は、これまで人間の「からだ」と「養生」に関わる様々なテーマについて議論し、 

実践してまいりました。 
    しかし、新型コロナウイルス感染拡大により、身体活動や養生法の対面での実践が難しい状況 

になりました。大学ではオンライン授業となり、体育実技も例外ではありません。オンラインに 
はみなさまそれぞれに苦労されて創意工夫をしながら取り組まれていることと思います。 

    そこで、今回は「コロナ禍において実践しているオンライン授業及び身体活動、養生法の事例 
報告」を持ち寄っていただき、学びあうことで、学会員相互の有益な時間にしたいと思います。 

 
事例報告発表 
・コロナ禍の大学体育授業の事例報告（15 分～20 分） 
・オンラインでの東洋の身体技法の事例報告（15 分～20 分） 
※オンラインによる講義、講義+実技、実技のみ・・・内容はお任せします。 

     ライブ配信、オンデマンド・・・どちらでも OK ですが、事務局と打ち合わせてください。 
※ぜひ、多くの会員の方からの発表をお待ちしています。 

 
（12）一般研究発表 

添付した「ご案内」をご確認ください。 
 

（13）特別講演  
   演題 コロナ禍に生きる、私たち（仮題） 
      －カレル・チャペックの戯曲「白い病気」から－ 

栗栖 茜（くりす あかね）  
元武蔵野赤十字病院外科部長 カレル・チャペック作品の翻訳家 

    
 大会テーマは「コロナ禍に生きる、私たち」です。カレル・チャペックの「白い病気」を通して栗栖

茜氏から興味深いお話をうかがい、また、会員相互による学びの時間にしたいと考えております。お忙

しい時期とは存じますが、みなさまの参加を心よりお待ちしております。 
 
【大会に関する問い合わせ】 
法政大学 越部 清美 
〒194-0298 東京都町田市相原街 4342 

法政大学 社会学部 
Email：koshibe@hosei.ac.jp 
お問い合わせは、お手数をおかけいたしますが、メールでお願いいたします。また、その際には件名 
に、【日本養生学会第 22 回大会について】と入れてください。 

以上 

mailto:koshibe@hosei.ac.jp

